
民間友好の架け橋になりたい
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2005年1月、僕はトヨタ自動車九州の研

修生になり来日、僕の研修生活が始まりました。

僕たちの工場は、とても大きく沢山の従業員が

います。仕事や日本語の勉強、普段の生活を通

して僕には沢山の日本の友達が出来ました。

日本の事をもっと知る為に僕はいつも一生懸

命に今まで勉強した日本語で日本人と交流しま

すが、文化や習慣が違う為、時々不愉快な思い

をする事もありました。

例えば雑談の時、日本の人達は「君の国はど

んな所？これはある？あれはある？」とあれこ

れ聞いて来ます。最初は根気良く色々と私の国

について教えてあげていました。時には馬鹿馬

鹿しいと思える質問にも僕はちゃんと答えてい

ました。でも一度、仲の良い日本の友達から「君

の国にはカラオケある？」と聞かれた時は非常

に屈辱を感じました。「そんな物も無いと思っ

ているのか。僕の国を馬鹿にしているのか？」

と思い、僕は彼に、少し怒り口調で「一回しか

言わんから、ちゃんと覚えとけ！日本にある物

は俺の国にもあるし日本に無い物も俺の国には

沢山ある！。」と答えてやりました。彼は僕の

答えを聞いて驚いた目で僕を見て、それから何

も聞いて来なくなりました。多分僕がすごく

怒っている事に気が付いたのだと思います。そ

れからは彼からその様な質問は出なくなりまし

た。僕はやっと、この様な変な問題から開放さ

れたと思いました。しかし、日本人と接触する

機会が増える一方で、この様な質問をされる事

も益々増え、僕を大変悩ませました。なぜ彼ら

はいつも人を怒らせる様な事を平気で聞いてく

るのだろうか？僕はそんな質問をする人は、皆、

僕の国をバカにしているのではないかと思い始

めました。

でも時間が経つにつれて、僕は一つの法則に

気が付きました。僕の国に行った事がある日本

人は、その様な質問はして来ないと言う事です。

そして僕はだんだん分かって来ました。やはり

彼らは僕の国の事を良く知らなかったのです。

もし、僕もこうやって日本に来なければ日本人

に対して同じ様な質問をした事でしょう。

僕は以前、友達に怒って言った事を深く反省

しました。そして「もし僕の国について聞いて

くる人がいれば百パーセントの真心で答えてあ

げよう」と思うようになりました。

そして、その人達に「百聞は一見にしかず。

出来れば僕の国に行って、実際に見て下さい」

と言う言葉を付け足して上げようと思っていま

す。

昔、ある人が「二つの国の友好は民間友好か

ら始まると言った事を思い出しました。企業研

修生の私達は日本の社会の一員として働くだけ

ではなく民間友好の架け橋でもあるのではない

でしょうか。私達も自ら努力すれば、きっと自

分の国と日本との素晴しい民間友好の架け橋に

なれると信じています。
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